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ストレージ管理の変革 

ストレージ監視/レポート作成ソフトウェアである SRM（Storage Resource Manager）を使用すると、従来型、仮想、ソフトウェアデファインド スト

レージ環境におけるマルチベンダー容量、パフォーマンス、構成分析を通じて、可視性と制御性を向上させることができます。  この情報に基づき、生産

性を高めてストレージへの投資を最適化することでコストを削減しながら、SLAを満たすことができます。  

1 | ストレージ リソース モニタリングの一括管理 

SRMでは、マルチベンダー異機種混在デバイス サポートが提供されるため、複数のエレメント マネージャーに依存する必要性が低減されます。

スケールアウト アーキテクチャにより、SRMは 1つの UIから複数のサイトを管理できます。 
 

SRMでは、エンドツーエンドのトポロジー マップ（物理、論理マスク、レプリカを使用した論理マスク）が提供されるため、ホストとストレージの関

係および依存関係を理解し、可視化することができます。このインサイトを活用して、データ パスとともに、パフォーマンスと可用性のトレンドや、ア

プリケーション サービス レベルに対するトレンドの影響を分析できます。 

2 | ストレージ容量のプランニング 
SRMは、SAN、NAS、オブジェクト、仮想ストレージの容量を示すグローバル ダッシュボードを備えているため、手作業でのエラーの発生しやすい

容量レポートの作成にかかる時間と日数が短縮されます。SRMでは、自動化されたレポート作成機能により、使用率の低い孤立したストレー

ジを特定して、他のプロジェクトに再利用できるため、ストレージ リソースを最適化できます。ダッシュボードでは、効率性テクノロジーを使用するこ

とで節約の機会が特定されるため、コスト削減につながります。 
 

SRMでは容量予測レポートが提供され、追加のストレージ、ファブリック リソースが必要となるタイミングの特定に役立ちます。ストレージおよび

ファブリックの容量使用率のトレンドをわかりやすく表示できるため、ストレージ チームは将来のストレージ、ファブリックの購入をより効率的に管理

してプロアクティブに計画できます。これは、資本の有効利用につながります。 

3 | パフォーマンス トレンド分析とトラブルシューティング 
SRMは、ホスト、ハイパーバイザー、スイッチ、仮想および物理ストレージの観点からのパフォーマンス データの収集を自動化するため、サービス 

レベルに影響を与える可能性のあるパフォーマンスのボトルネックをすばやく特定できます。PowerPath とMPIO メトリックにより、パフォーマンスの

トラブルシューティングがさらに強化されます。 
 

パフォーマンス ベースラインのトレンドは、異常を特定し、予防措置をとるために役立ちます。構成イベントと正常性イベントをパフォーマンス トレン

ドと相関させることにより、パフォーマンスの問題の根本原因を簡単に特定できます。SRM を使用すると、数日、数週、数か月単位のパフォーマ

ンス トレンドを簡単に確認できるため、詳細な分析とレポート作成が可能になります。 
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4 | アプリケーション チャージバック 
SRMは、アレイの特性とポリシーまたはサービス レベル目標に基づいてストレージをサービス レベルにマッピングします。プライマリー ストレージだけ

でなく、ローカルおよびリモート コピーの消費量を収集して追跡することで、ホスト、ハイパーバイザー、仮想マシン別に真のアプリケーション チャージ

バック レポートを作成します。この情報を基に、ストレージ チームは自動化されたチャージバック レポートにより、ストレージ サービスの真価をアプリ

ケーション オーナーや事業部門に伝えることができます。 

5 | ワークロード分析 

SRMでは、ワークロードの容量とパフォーマンスの分散が可能なため、ストレージ管理者は新しいワークロードの配置場所を選択したり、負荷の

高いコンポーネントを特定してワークロードの移行を計画したりすることができます。ワークロードのパフォーマンス トレンドにより、SLAに違反するこ

となく、ワークロードを低コストのストレージに移動することができます。 

6 | ストレージ構成管理 
SRMは、設計のベスト プラクティスとDell EMCサポート マトリックスへのコンプライアンスを監視し、お客様の環境がサービス レベルの要件を満たす

ように適切に構成されていることを確認します。構成の変更を追跡することにより、これまでに行われてきた変更を調査し、問題やコンプライアンス

違反の原因を特定できます。SRMは、What-if分析機能を使用して構成の変更によるコンプライアンス違反の可能性を検出するため、構成の変

更を計画する際に役立ちます。 

7 | データ保護のコンプライアンス 
レプリケーション分析は、アプリケーション データがレプリケーション ポリシーに準拠していることを確認する際に役立ちます。レポートでは、レプリケー

ションとバックアップのアラートのほか、アプリケーションの復旧に影響する可能性のあるパフォーマンスの問題や状況がハイライトされます。使用され

なくなったリカバリー ポイントを特定できます。これは、貴重なレプリケーション容量を解放するために再利用できます。 

8 | SLA達成追跡 

 SRMは、正常性、容量とパフォーマンスの閾値、構成違反を追跡し、アラートを生成します。アプリケーション、ホスト、アレイ、スイッチのすべての

アラートは、一元化されたダッシュボードに統合されており、調査と問題解決を簡単に行うことができます。アラート ダッシュボードでは、サービス レベ

ルを維持するために、ストレージ管理者による迅速な調査が必要な領域がハイライトされています。 

9 | オープン インターフェイス 

REST APIにより、お客様はSRMが収集したデータを抽出し、お使いのデータ センター ツールと統合して、データ センターのグローバル ビューを表

示できます。また、日常のSRM管理タスクを自動化するAPIも提供されています。 

10 | カスタマイズされた柔軟なウィザード ベースのレポート作成 
SRMは、非常にシンプルなものから高度にカスタマイズされたものまで、さまざまなレポートを作成する柔軟なレポート作成エンジンを備えています。

レポートを定期的に作成しスケジュール設定できるため、アプリケーション オーナー、事業部門、テナントなどの主要なステークホルダーと簡単に共

有したり、電子メールで送信したりすることができます。マルチテナント機能を使用すると、ステークホルダーはSRM内の自身のレポートにのみアクセ

スできます。 
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